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過去７年間に当院において手術を施行した胃癌症例について検討を加えた。全体の男女

比は1.9：１，平均年令は64.1歳であった。早期癌の割合は32.5％，ｍ癌にはリンパ節転

移例はなくＳｍ癌のリンパ節転移率は18.6％であった。Ｓ因子と組織学的深達度との正診

率はＳｏ・Ｓ２では高かったが，Ｓｌ・Ｓ３では過大評価のため低かった。当院では分化度が低

いほど深達度が進む傾向が見られ，リンパ節転移率も未分化型の方が高い傾向にあった。

しかし，深達度が同じ場合リンパ節転移率には分化度による差は認められず，リンパ節転

移には分化度より深達度のほうがより大きい影響を与えるものと考えられた。遠隔成績か

らは蕊膜浸潤が重要な予後因子であると考えられ，再発形式からはｐｓ(＋）症例における

潜在的腹膜播種の存在が示唆された。

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：胃癌，リンパ節転移，予後的奨膜面因子
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当院における胃癌手術症例の内訳は男性88例に対し

女性46例，男女比は１．９：１であった。進行度別の男

女比は早期癌２：１，進行癌１．８：１であった。全体

の年令分布は，６０代が46例34.3％と最も多く，６０．７０

代で全体の約2/3を占めていた。８０才以上の高齢症例

は６例4.5％であった。平均年令は男性65.2才に対し
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近年，胃癌の臨床的検討が盛んに行なわれるように

なり種々の成績が報告されてきている。今回，我々は

当院における胃癌手術症例について検討を行ない，若

干の考察を加えたので報告する。

対象および方法 年代別・性別胃癌手術例

計134例
ぷ

’981年'１月20日より1988年11月20日までの７年間に，

当院において手術施行した胃癌症例134例を対象とし

た。臨床病理学的諸因子の分類は「胃癌取り扱い規約」

に従い，生存率の算出にはKaplan~Meier法を，生存

率の比較検定はgeneralizedWilcoxon法を用いた。ま

た，その他有意差の検定は正規分布検定，ｔ分布検定

およびＸ２検定にて行なった。
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